





































The development of the e-learning system for design and engineering 
in architecture “Kouhou Hyakka”, and it’s efﬁciency in use.
Trial use of this system in the lecture of Architectural designing course, Dept. of 
Human Environmental Sciences
Akira Ohtsubo
Depertment of Human Environmental Sciences, School of Human Environmental Sciences
Mukogawa Women’s University, Nishinomiya 663-8558, Japan
“The study group of e-learnig system for building construction methodology” in which I am participating 
is developing the  e-learning system for design and engineering in architecture. This system is made of some 
illustrations of architectural examples, and explanation texts, list of design image index. Students had used 
this system, and had answered the questionnaire survey of use. The impression that this system will be useful 
to architectural design training was obtained. The effect using this system was to have submitted some de-
signs having been touched off by this system.



























Fig.  1.  本システムの概要
Fig.  2.  構造・外周・内周・環境の 4 システム






























た．事例数は，2008 年は 100 事例に留まってい
















築一般構造Ⅱの授業において 2008 年度に 1 回，



















Fig.  3.  構法モデルの統合事例

















○2009 年度　1 回目　5 月12 日　43 名中34 名が回答
Table 2.  2009 年 1 回目の調査事項と回答
通常の授業との比較 楽しかった：97% 余り違わない：3% よく分からない：0%
建築構法とは何かという理解度 概ね理解した：92% よく分かった：0% 余り分からない：8%
構法百科学習と設計行為との関連 大いに役立つ：36% 役立つと思う：64% 余り役立たない：0%
構法モデルと設計行為との関連 かなり役立つ：31% 役立ちそうだ：64% 余り役立たない：5%
環境システムと設計行為との関連 かなり役立つ：22% 役立ちそうだ：67% よく分からない：11%









○2009 年度　2 回目　7 月21 日　43 名中32 名が回答
Table 3.  2009 年 2 回目の調査事項と回答
前回の使用以降の使用状況 自宅 + 大学で：10% 大学で：29% 不使用：61%
前回に比べた今回の感想 より楽しかった：68% 余り違わない：32% 通常授業でよい：0%
構造システムモデルに関して 建築を想像し易い：68% 混構造も加えて欲しい：24% 特に意見なし：8%
環境システムモデルに関して 環境建築のタイプを理解し易い：39% モデルの数を増やして欲しい：49% 特に意見無し：12%
構法モデルの意味の理解に関して 大変よく分った：73% 余りよく分らない：27% 関心がない：0%
構法百科の知識と設計行為との関係 大変役立っている：31% 余り役立てていない：59% 役立っていない：9%
デザイン語と建築イメージとの関係 大変役立っている：67% 余り役立てていない：30% 役立っていない：3%
事例の図と建築イメージとの関係 大変役立っている：91% 余り役立てていない：9% 役立っていない：0%
出てくる専門用語の自主的調査 大いに調べた：6% 少し調べた：55% 全く調べていない：39%
2008 年度アンケートと 2009 年度 1 回目のアンケートの調査票は同一である．
○2008 年度　7 月　51 名中 35 名が回答
Table 1.  2008 年アンケートの調査事項と回答
通常の授業との比較 楽しかった：86% 余り違わない：8% よく分からない：6%
建築構法とは何かという理解度 概ね理解した：91% よく分かった：3% 余り分からない：3%
構法百科学習と設計行為との関連 大いに役立つ：37% 役立つと思う：63% 余り役立たない：0%
構法モデルと設計行為との関連 かなり役立つ：23% 役立ちそうだ：74% よく分からない：3%
環境システムと設計行為との関連 かなり役立つ：26% 役立ちそうだ：60% よく分からない：14%









































































Fig.  4.  建物の床を吊る案
Fig.  5.  香港上海外銀行 Fig.  6.  連邦準備銀行
















































Fig.  7.  屋根をランダム柱で支持する案
Fig.  8.  パーク＆ライド路面電車駅
Fig.  9.  ロイズ・オブ・ロンドン
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